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流罪の汚名と戦った会津藩の人々の物語
藩主も含め旧会津藩の幹部たちの足跡を辿っていく
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卜会津藩流罪
故郷を追われた難民からの再出発復旧、復興に六十年
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批評杜

著
者
は
、
こ
れ
ま
で
幕
末
期
か

ら
明
治
期
に
か
け
て
の
会
津
藩
関

連
の
著
書
を
数
多
く
出
し
て
き

た
。
だ
が
最
新
刊
の
本
害
で
は
、

薩
長
政
権
下
、
朝
敵
と
い
う
烙
印

を
捺
さ
れ
た
会
津
藩
の
人
々
、
一

万
数
千
人
の
旧
南
部
帝
の
領
地
や

北
海
道
へ
の
強
制
移
住
を
「
生
活

の
あ
て
も
な
い
難
民
」
と
し
て
捉

え
、
碍
島
原
発
事
故
で
故
郷
を
追

わ
れ
た
現
在
の
福
島
の
人
た
ち
の

姿
と
重
ね
あ
わ
せ
な
が
ら
、
「
流

罪
の
汚
名
と
取
っ
た
会
津
藩
の

人
々
の
物
語
」
を
著
わ
し
た
と
述

べ
て
い
る
。

幕
末
期
、
藩
主
・
松
平
窄
保
が

京
都
守
護
職
に
あ
り
な
が
ら
、
一

転
、
朝
敵
と
な
っ
て
し
ま
う
会
津

藩
は
、
白
虎
隊
の
悲
劇
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
、
わ
た
し
た
ち
に
と

っ
て
必
ず
し
も
逆
賊
の
イ
メ
ー
ジ

は
な
い
。
そ
れ
は
、
か
つ
て
の
歴

史
教
科
香
的
記
述
や
司
馬
史
観
の

よ
う
に
、
明
治
維
新
を
過
大
に
評

価
す
る
こ
と
は
、
既
に
偏
狭
的
な

歴
史
認
識
だ
っ
た
と
見
徹
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
か
急
㌔
例
え
ば

新
撰
組
へ
の
評
価
に
し
て
も
、
昭

和
期
に
入
っ
て
か
ら
小
説
な
ど
に

よ
っ
て
変
わ
っ
て
い
っ
た
よ
う

に
、
薩
長
政
権
と
い
う
基
軸
を
明

治
新
政
権
に
対
し
て
と
れ
ば
、
た

だ
政
治
的
権
力
が
徳
川
か
ら
薩
長

へ
移
行
し
た
だ
け
で
、
維
新
で
も

革
命
で
も
何
で
も
な
か
っ
た
と
い

う
い
い
方
も
で
き
る
。
歴
史
評
価

と
は
、
視
線
の
角
度
に
よ
っ
て
幾

ら
で
も
変
わ
り
う
る
と
い
う
こ
と

の
証
左
だ
と
し
て
も
、
こ
と
会
津

帯
に
下
し
た
饉
長
政
権
に
よ
る
断

罪
の
し
か
た
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

戦
争
終
結
時
に
碧
口
国
側
が
行
っ

た
わ
が
国
の
時
の
政
権
・
軍
権
力

へ
の
裁
断
よ
り
も
ひ
ど
い
も
の
だ

と
い
え
よ
う
。
「
公
武
合
体
に
よ

っ
て
幕
末
の
困
難
を
乗
り
切
ろ
う

と
し
た
」
明
治
天
皇
の
父
・
孝
明

天
皇
の
信
認
が
厚
か
っ
た
容
保

が
、
結
局
、
孝
明
天
皇
の
死
後
、

そ
の
意
に
背
き
「
倒
幕
運
動
を
起

し
た
」
薩
長
に
よ
っ
て
朝
敵
と
さ

れ
た
の
は
、
歴
史
的
矛
盾
を
体
現

し
た
犠
牲
者
と
い
っ
て
も
い
い
。

「
会
津
藩
が
一
カ
月
の
龍
城
戦

の
後
、
降
伏
に
追
い
込
ま
れ
た
の

は
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
九

月
二
十
一
日
で
あ
っ
た
。
／
会
津

城
下
の
戦
い
は
惨
憺
た
る
も
の
だ

っ
ち
会
津
藩
に
は
援
軍
が
な
く

孤
立
無
援
の
吸
い
を
強
い
ら
れ

た
」
「
会
津
藩
士
を
ど
う
処
分
す

る
か
。
木
戸
孝
允
は
会
津
人
を
北

海
道
に
移
住
さ
せ
、
開
拓
に
当
ら

せ
る
考
え
だ
っ
た
。
（
略
）
当
時
、

北
海
道
は
未
開
の
地
で
、
戦
争
で

働
き
手
を
失
っ
た
会
津
人
が
開
拓

な
ど
で
き
る
場
所
で
は
な
か
っ

た
。
そ
こ
に
会
津
人
を
送
り
こ
む

と
い
う
木
戸
の
考
え
は
実
に
非
情

で
あ
っ
た
」

結
局
、
北
海
道
行
き
は
中
止
に

な
り
、
「
南
部
藩
の
一
部
、
下
北

半
島
を
中
心
と
す
る
陸
奥
の
地
に

三
万
石
の
領
地
が
あ
た
え
ら
れ
る

こ
と
」
に
な
る
。
こ
こ
で
旧
会
津

藩
は
、
斗
南
藩
と
し
て
一
八
七
〇

竺
月
に
再
興
を
期
す
る
も
、
一

八
七
一
年
の
廃
藩
患
県
政
策
に
よ

っ
て
斗
両
県
と
な
り
、
同
年
、
弘

前
県
や
八
戸
県
な
ど
と
の
合
併
に

よ
り
青
森
県
に
編
入
さ
れ
、
会
津

共
同
体
は
再
び
離
散
・
解
体
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
。

本
書
の
核
心
は
、
藩
ま
も
含
め

旧
会
津
帯
の
幹
部
た
ち
の
足
跡
を

辿
っ
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。
会
津

戦
争
時
、
梶
原
平
属
と
山
川
浩
と

い
う
二
十
代
の
若
い
家
老
が
担
っ

て
い
た
。
そ
の
後
は
斗
南
澤
に
な

っ
て
、
山
川
が
代
表
者
で
、
広
沢

安
任
と
永
岡
久
茂
が
補
佐
し
て
い

く
体
制
で
あ
っ
ち
廃
藩
置
県
後
、

広
沢
は
残
っ
て
牧
場
経
営
を
、
山

川
と
永
岡
は
東
京
へ
向
か
う
。
著

書
は
、
梶
原
に
対
し
て
は
特
別
の

視
線
を
送
っ
て
い
る
。
な
ぜ
か
、

そ
の
後
の
会
津
史
か
ら
、
そ
の
名

前
が
抹
消
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
梶
原
の
最
期
の
場
所
は
北
海

道
・
根
室
の
地
で
あ
っ
た
。

「
明
治
二
十
二
年
（
略
）
、
梶
原

平
席
は
急
な
病
で
淋
し
く
息
を
引

き
取
っ
た
。
享
年
四
十
七
だ
っ
た
。

根
室
の
敲
し
い
気
侯
が
平
馬
を
蝕

ん
で
行
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
」

永
岡
は
「
会
津
人
を
北
海
道
や

下
北
な
ど
の
不
毛
な
地
に
追
い
や

っ
た
張
本
△
の
「
木
戸
孝
允
に

激
し
い
散
慢
心
を
拍
し
き
、
政
府

転
覆
を
計
画
す
る
も
失
敗
し
、
獄

死
す
る
。
山
川
は
陸
軍
少
将
、
貴

族
院
議
員
を
歴
任
、
明
治
三
十
一

年
に
亡
く
な
る
。
五
十
二
歳
だ
っ

ち
山
川
の
弟
■
健
次
郎
は
初
代

東
京
帝
国
大
学
総
長
と
な
り
、
妹

・
拾
松
は
、
「
鹿
鳴
館
の
華
と
謡

わ
れ
、
津
田
梅
子
が
開
い
た
津
田

英
語
塾
に
も
全
面
協
力
し
、
ま

た
、
陸
青
天
臣
、
薩
摩
出
身
の
大

山
巌
の
妻
と
し
て
多
彩
に
洒
勤

し
、
会
津
の
復
権
に
尽
力
」
し
た

と
い
う
。
軍
人
か
ら
学
者
、
海
外

留
学
経
験
の
女
性
ま
で
と
山
川
兄

弟
（
扶
）
に
象
徴
さ
れ
る
有
樺
は
、

そ
の
後
の
会
津
人
に
と
っ
て
大
い

な
る
管
力
の
源
泉
と
な
っ
た
に
違

い
な
い
。

（評論家）


